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記 

 

１．監査対象   財政課の平成２４年度の財務に関する事務の執行及び経営に係る 

         事業の管理について 

２．監査期間   平成２５年７月１６日～平成２５年７月２９日 

 

監査の結果（指摘、要望事項） 措 置 の 内 容 

１．各課等の備品管理について不備な点が多く見

受けられることから、備品台帳の様式を管理し

やすいものに改めるとともに備品分類表につ

いても現状に合ったものに改正し、全庁的に適

正な備品管理が行われるよう改善すること。 

１．備品台帳の統一様式を新しく定め、取得単価

が８０万円以上の備品については、個票による

管理も行えるよう各課に通知し、全庁的なデー

タ管理ができるように改善を図る。また、備品

との照合を行えるよう標示票を作成し、貼り付

けをするように指導を行う。 

備品分類表については、現状では使用しない

と思われるものもあるが、歴史的価値があるも

のなどを歴史センター等に収蔵することも考

えられるため、現段階では改定を行わないもの

とする。 

  

 


